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下のサルを用いて、抑制性伝達物質ガンマアミノ酸 (GABA) を介した局所抑制機構を、 GABAA受容体の措抗剤で
あるピキュキュリンを電気泳動的に微量注入することで一時的に阻害した。その結果、神経細胞の刺激選択性および






の拡大が見られた。これらの結果は刺激選択性の生成は TE 野内でも進んでいること、 GABA による抑制はこの刺






霊長類の下側頭葉皮質 (TE 野)は物体像の視覚認識に不可欠である。 TE 野の神経細胞は、物体の持つ視覚的特
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徴の内の特定の要素、たとえば、特定の形、または形と色や模様の組み合わせに反応する o 反応を引き起こすことの




本論文では、 TE 野細胞の刺激選択性と受容野の形成に、抑制性伝達物質ガンマアミノ酪酸 (GABA) を介する神
経細胞聞の抑制性相互作用がいかに関わっているかを検討した。ニホンザルの単一 TE 野細胞から細胞外活動電位を
記録し、その細胞の刺激選択性や受容野が、 GABA の指抗剤ビキュキュリンの微量投与によりどう変化するかを調
べた。その結果、(1)物体特徴選択性は、従来の仮説のように TE 野以前に完成しているのではなく、 TE 野でもそ
の形成過程が進行しており、 TE 野での神経細胞間相互作用が TE 野細胞の反応を最終的に決定していること、 (2)
この過程に GABA を介する抑制が貢献していること、 (3) TE 野細胞にはその広い受容野のさらに外からの入力が入っ
ており、 GABA 抑制がこの入力を抑えていることを明らかにした。さらに、本実験に先立ち、サルの大脳皮質の単
一神経細胞からの細胞外活動記録と微小イオン泳動による極微量薬物投与を可能にするための、新しいマルチプルガ
ラス電極の作製法を開発した。以上、本研究の成果は、物体認識の脳内メカニズ、ム理解へむけての重要な一歩で、ある
と認められる。
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